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新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

県
民
児
協
会
長

竹

内

昌

信

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
各
地
で
豪
雪
、
地
震
、
台

風
な
ど
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
が

多
発
し
、
尊
い
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
祈
り
、
ま
た
被
災
者
の
方
々

に
お
見
舞
い
と
、
生
活
基
盤
の
早
期
復

興
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
民
生
委
員
制
度
１
０
０
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
ご
縁
を
結
ば
れ
た

委
員
皆
様
も
、
改
選
の
年
と
な
り
ま
し

た
。民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
も
、
昨

今
の
社
会
変
化
や
自
然
災
害
支
援
な
ど

支
援
対
応
に
苦
慮
す
る
問
題
が
多
発
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
委
員
の
基

本
的
活
動
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
「
貧

困
救
済
理
念
」
に
ブ
レ
は
な
く
、
要
支

援
者
の
物
質
的
・
精
神
的
貧
困
の
見
極

め
を
、
速
や
か
、
か
つ
的
確
に
判
断
し
、

関
係
機
関
に
対
応
を
要
請
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
地
区
の
「
担
当
委
員
」
の
主

た
る
使
命
で
あ
ろ
う
と
確
信
い
た
し
ま

す
。そ

の
使
命
達
成
、
さ
ら
に
新
た
な
歴

史
を
築
く
た
め
、
全
民
児
連
・
茨
城
県

民
児
協
が
提
唱
す
る
「
単
位
民
児
協
版

活
動
強
化
方
策
」
を
念
頭
に
置
い
た

定
例
会
運
営
・
地
域
へ
の
広
報
活
動
・

委
員
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
発
言
を
期

待
い
た
し
ま
す
。
そ
の
実
践
要
点
と
し

て
、

①
地
域
の
力
を
高
め
る
地
域
つ
く
り

②
課
題
を
抱
え
た
人
々
の
早
期
把
握
と

的
確
な
支
援

③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
た
め
の
委
員
活
動
の
社

会
的
周
知
を
進
め
る

以
上
の
目
標
達
成
に
向
け
、
こ
の
１

年
地
域
住
民
の
喜
び
の
声
を
後
継
者
に

引
き
継
ぎ
、
人
々
に
笑
顔
で
感
謝
さ
れ
、

さ
ら
に
委
員
皆
様
自
身
が
活
動
に
自
信

と
誇
り
の
持
て
る
年
と
な
る
こ
と
を
期

待
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

柿
の
実
も
日
毎
に
色
づ
き
を
増
す
清
秋

の
も
と
、
第
３７
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童

委
員
大
会
が
、
平
成
３０
年
１０
月
２６
日
、
茨

城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
会
長
、
得
能
金
市
氏
の
ご
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。「
次
な
る
１
０
０
年

に
向
け
て
〜
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
の
取
り
組
み
〜
」
と
の
演
題
で
、
こ

れ
ま
で
の
民
生
委
員
が
果
た
し
て
き
た
役

割
や
課
題
等
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
次
の
こ
と
が
私

の
心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

�
経
験
の
浅
い
委
員
が
全
体
の
６
割
を
占

め
る
な
か
、
委
員
同
士
の
支
え
合
い
、

単
位
民
児
協
に
よ
る
委
員
支
援
が
一
層

重
要
と
な
っ
て
い
る
。
自
分
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
に
意
識
す
る
こ
と
が

大
切
。

�
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
専
門
職
で
は

な
い
。
あ
く
ま
で
住
民
の「
見
守
り
役
」、

必
要
な
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
、「
民
生
委
員
だ
か

ら
」
と
過
度
に
責
任
を
感
じ
る
必
要
は

な
い
。

�
「
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲
で
」

が
長
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
。

�
自
ら
が
笑
顔
で
い
ら
れ
て
こ
そ
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
。
笑
顔
が
住
民

の
安
心
感
、
信
頼
感
に
つ
な
が
る
。

・
・
・
正
に
、
今
後
の
活
動
へ
の
安
心

感
と
指
針
を
い
た
だ
い
た
思
い
が
い
た

し
ま
す
。

式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
１３
名

へ
の
黙
祷
、
信
条
朗
読
、
竹
内
会
長
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
と
続
い
た
後
、
顕
彰
に
移

り
、
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
表
彰
を
２４
名
の
方
が
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介
、

受
賞
者
代
表
謝
辞
、
大
会
宣
言
採
択
、
そ

し
て
最
後
に
全
員
で
の
民
生
委
員
の
歌
の

斉
唱
で
大
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

第
３７
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

県県
民民
児児
協協
評評
議議
員員

坂坂

野野

徹
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新
年
あ
い
さ
つ茨

城
県
知
事

大
井
川

和

彦

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
住
民
の
方
々
に
対
す
る

様
々
な
相
談
や
援
助
活
動
を
通
し
て
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

新
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
少
子
高

齢
化
や
第
４
次
産
業
革
命
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
な
ど
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
が

激
変
す
る
中
で
、
ま
さ
に
今
、
本
県
は

将
来
を
決
め
る
大
き
な
歴
史
の
転
換
点

に
い
る
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

将
来
に
向
か
っ
て
本
県
を
さ
ら
に
飛

躍
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
末
策
定
し
た
県

総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
活
力

が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」

の
実
現
に
向
け
、
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま

い
り
ま
す
。

医
師
確
保
を
は
じ
め
と
し
た
県
民
の

命
を
守
る
医
療
・
福
祉
の
充
実
や
人
生

百
年
時
代
を
見
据
え
た
健
康
づ
く
り
、

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど
、
県
民

生
活
の
基
本
と
な
る
安
心
安
全
な
生
活

基
盤
を
一
層
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
茨
城
を
創

る
大
切
な
子
ど
も
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
日
本
一

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
県
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
挑
戦
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

本
県
に
関
わ
る
全
て
の
皆
様
と
県
政
の

方
向
性
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
自

分
の
こ
と
」
と
し
て
考
え
、
行
動
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

県
民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
着
実

に
歩
み
を
進
め
、
活
力
あ
る
新
し
い
茨

城
づ
く
り
に
「
猛
進
」
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り

多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
３０
年
９
月
２７
日
〜
２８
日
、
全
国
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一
堂
に
会
し
て

交
流
す
る
「
第
８７
回
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
大
会
」
の
式
典
が
沖
縄
県
宜
野
湾
市

の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。全
国
よ
り
３
４
０
０
人（
本

県
か
ら
３０
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
会
で
は
東
北
や
熊
本
と
い
っ
た
被
災

地
へ
の
支
援
の
継
続
や
、
地
域
で
幅
広
く

連
携
し
共
生
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
な
ど
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

全
民
児
連
会
長
の
得
能
金
市
氏
は
、
今

年
は
民
生
委
員
法
施
行
か
ら
７０
年
の
節
目

に
当
た
る
と
し
「
記
念
す
べ
き
年
に
沖
縄

で
初
め
て
全
国
大
会
を
開
催
で
き
る
の
は

非
常
に
意
義
が
あ
る
。
民
生
委
員
に
寄
せ

ら
れ
る
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
全

国
が
一
つ
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰
（
本
県
４
０
８
名
）
特
別
講

義
「
世
界
制
覇
へ
の
道
〜
頂
点
へ
の
こ
だ

わ
り
〜
」
と
題
し
て
沖
縄
劉
衛
流
（
り
ゅ

う
え
い
り
ゅ
う
）
空
手
古
武
道
龍
鳳
会
会

長
佐
久
本
嗣
男
氏
に
よ
る
世
界
大
会
７
連

覇
に
到
る
ま
で
の
話
や
、
今
年
世
界
大
会

個
人
形
優
勝
の
喜
友
名
諒
（
き
ゆ
な
り
ょ

う
）
氏
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
実
技
を
披
露
し

ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
琉
球
舞
踊

を
見
た
後
、
大
会
最
後
の
２８
日
の
分
科
会

は
台
風
２４
号
接
近
で
中
止
と
な
り
、
３０
日

ま
で
の
２
日
間
ホ
テ
ル
で
情
報
交
換
し
、

有
意
義
な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
参
加
し
て

県県
民民
児児
協協
理理
事事

鈴

木

直

美
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平
成
３０
年
度
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
た
め
の
相
談
技
法
研
修
会
が
１０
月
１８
日

〜
１９
日
の
２
日
間
、
全
国
か
ら
１
４
７
名

が
参
加
し
て
ア
パ
ホ
テ
ル
リ
ゾ
ー
ト
東
京

ベ
イ
幕
張
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
茨
城
県

か
ら
は
遠
藤
委
員
と
花
島
の
２
名
が
参
加

し
、
１
グ
ル
ー
プ
５
〜
６
名
で
２５
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
２
日

間
と
も
元
梅
花
女
子
大
学
准
教
授
植
田
寿

之
氏
を
講
師
に
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
相
談
援
助
の
視
点
と
態
度
と

相
談
・
支
援
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

研
修
ビ
デ
オ
で
学
習
し
、
事
例
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
そ
の
後
グ
ル
ー

プ
毎
に
発
表
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し

た
。
相
談
・
支
援
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
、
①
き
っ
か
け
づ
く
り

②
相
手
の

立
場
に
立
つ

③
相
手
の
思
い
を
受
け
止

め
る

と
い
う
事
で
し
た
。
又
交
流
会
は
、

昼
の
グ
ル
ー
プ
と
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
他
県
の
方
々
と
の
交
流
は
と
て
も
新

鮮
な
意
見
交
換
が
で
き
、
楽
し
い
一
時
と

な
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
相
談
、
支
援
活
動
の
原
点

と
本
質
、
傾
聴
の
基
本
や
相
談
面
接
技
法

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
相
談
面
接
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
の

結
果
発
表
を
行
い
、
２
日
間
の
研
修
が
終

了
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
、
相
手
と
の
安
心
感
や
信

頼
感
を
深
め
、
支
え
合
い
、
人
と
の
関
係

の
中
で
い
か
に
生
き
る
か
が
大
切
か
を
実

感
致
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
で
有
意
義
な

体
験
を
今
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
に
生
か
せ
る
よ
う
心
し
て
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
３０
年
度
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修

会
（
東
日
本
）
が
、
７
月
２５
日
〜
２６
日
、

新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
茨
城
県
か

ら
の
６
名
を
含
む
２
６
７
名
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
全
民
児
連
副
会
長

庄
司

健
治
氏
の
挨
拶
と
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家

庭
局
子
育
て
支
援
課
の
行
政
説
明
の
後
、

明
治
学
院
大
学

松
原
泰
明
学
長
に
よ
る

「
新
た
な
児
童
委
員
活
動
強
化
推
進
方
策

の
実
現
に
向
け
て
」
と
題
し
た
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
声
の
届
き
に
く
い

現
在
、
主
任
児
童
委
員
が
こ
ど
も
の
声
を

聞
こ
え
る
場
所
、
子
ど
も
サ
ロ
ン
・
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
係
る
こ
と
か
ら
子

ど
も
と
居
場
所
を
「
つ
な
げ
る
」
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
主
任
児

童
委
員
に
な
る
必
要
は
な
く
民
児
委
員
と

と
も
に
活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
す
べ

て
の
活
動
は
地
域
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が
大
切
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
る
た
め
に
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

至
誠
学
舎
立
川
常
務
理
事

高
橋
久
雄
氏

の
も
と
、（
一
財
）
児
童
健
全
育
成
推
進

財
団
総
務
部
長

阿
南
健
太
郎
氏
、（
社

福
）
大
洋
社
常
務
理
事

斎
藤
弘
美
氏
、

神
奈
川
県
藤
沢
市
片
瀬
地
区
民
児
協
主
任

児
童
委
員

松
本
眞
理
子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、「
主
任
児
童
委
員
が
果
た

す
べ
き
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
８
人
が
１
グ

ル
ー
プ
に
な
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
を
通
じ
て
主
任
児
童
委
員

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ブ
的
存
在
と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
立
場
の
特
性
に

則
し
た
形
で
、
各
種
の
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め
の

相
談
技
法
研
修
会
に
参
加
し
て

坂坂
東東
市市
岩岩
井井
地地
区区
民民
児児
協協
会会
長長

花花

島島

美美
津津
子子

全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

坂坂
東東
市市
主主
任任
児児
童童
委委
員員

��

田田

幹幹

秀秀
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▼
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
究
協
議
会

平
成
３０
年
度
会
長
・
副
会
長
合
同
研
究

協
議
会
が
、県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域（
６

月
２１
日
、
２２
日
）
県
南
・
県
西
地
域
（
７

月
５
日
、
６
日
）の
２
回
に
分
け
、
３
７
３

名
が
参
加
し
て
、
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
県
福
祉
指
導
課
（
平
成
３０

年
度
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

改
正
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
）、
県
地

域
ケ
ア
推
進
課
（
介
護
保
険
法
と
生
活
支

援
体
制
整
備
に
つ
い
て
）、
３
単
位
民
児

協
（
６
月
２１
日
北
茨
城
市
・
那
珂
市
・
小

美
玉
市
、
７
月
５
日
土
浦
市
・
利
根
町
・

古
河
市
）
に
お
け
る
活
動
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

２
日
目
は
、
桜
美
林
大
学
健
康
福
祉
学

群
特
任
教
授

大
溝
茂
氏
に
よ
る
「
地
域

住
民
の
新
た
な
生
活
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
の
た
め
に
〜「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
」

の
実
現
と
民
児
協
活
動
を
考
え
る
〜
」
と

題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
県
義

務
教
育
課
（
本
県
の
い
じ
め
の
現
状
と
課

題
）、
県
高
校
教
育
課
（
関
係
機
関
と
連

携
し
た
生
徒
指
導
）
か
ら
の
行
政
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室

平
成
３０
年
度
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委

員
教
室
が
、県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域（
９

月
２０
日
、
２１
日
）、
県
南
・
県
西
地
域（
１０

月
４
日
、
５
日
）の
２
回
に
分
け
、
３
９
０

名
が
参
加
し
て
、
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
泉
惠
造
研
修
企
画
工
房

泉
惠
造
氏
に
よ
る
「�
伝
承
の
制
度
�
を

受
け
継
い
で
い
こ
う
！
」
と
題
し
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
３
単
位
民
児
協（
９

月
２０
日
水
戸
市
・
茨
城
町
・
神
栖
市
、
１０

月
４
日
牛
久
市
・
河
内
町
・
桜
川
市
）
に

お
け
る
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
県
地
域
ケ
ア
推
進
課
（
介

護
保
険
法
と
生
活
支
援
体
制
整
備
に
つ
い

て
）、
県
警
交
通
総
務
課
（
警
察
に
お
け

る
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
）、
県
義
務
教

育
課
（
本
県
の
い
じ
め
の
現
状
と
課
題
）、

県
高
校
教
育
課
（
関
係
機
関
と
連
携
し
た

生
徒
指
導
）
か
ら
の
行
政
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

平
成
３０
年
度
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体

研
修
会
（
８
月
３１
日
）
が
、
１
０
１
１
名

が
参
加
し
て
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｋ
Ｔ
福
祉
研
究
所
代
表

松
藤
和
生
氏

を
講
師
に
招
き
、「
民
生
委
員
活
動
１
０
０

年
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
県
警
交
通
総
務
課

（
警
察
に
お
け
る
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
）

か
ら
の
行
政
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
主
任
児
童
委
員
研
修
会

平
成
３０
年
度
主
任
児
童
委
員
研
修
会

（
７
月
２７
日
）
が
、
３
４
１
名
が
参
加
し

て
、
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｇ
Ｏ
未
来
の

子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

か
さ
い
ひ

ろ
こ
氏
を
講
師
に
招
き
、「
貧
困
と
い
う

し
ん
ど
さ
の
中
で
、
生
き
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
僕
た
ち
の
声
を
き
い
て
下
さ

い
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

３
地
区
代
表
者
（
東
海
村
・
神
栖
市
・
利

根
町
）
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

（
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
児
童
思
春

期
外
来
と
児
童
思
春
期
病
棟
の
取
り
組

み
）
の
行
政
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

（
県
民
児
協
事
務
局
）

◆
県
民
児
協
主
催
の
研
修
会
報
告
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私
た
ち
の
渡
里
地
区
民
児
協
は
水
戸
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
渡
里
台
地
と

言
わ
れ
昔
か
ら
重
要
な
館
（
台
渡
里
官
衙
）
の
址
が
有
り
政
治
の
中
心
の
地
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
あ
る
地
区
で
、
渡
里
・
堀
原
の
二
つ
の
小
学
校
区

を
担
当
し
３３
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２
名
）
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

当
地
区
も
、
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の
擁
護
見
守
り
が
活
動
の
中
心
で
あ

り
か
つ
基
本
で
あ
り
ま
し
た
、
昨
年
よ
り
「
高
齢
福
祉
部
会
」
を
含
め
、「
児

童
福
祉
部
会
」「
障
害
福
祉
部
会
」「
生
活
福
祉
部
会
」
の
四
つ
の
専
門
部
会
の

活
動
を
今
ま
で
以
上
に
活
発
化
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
行
政
と
一
体
に
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
出
来
る
だ
け

結
論
が
早
く
出
て
適
切
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た
だ
き
や
す
く
す
る
為
に
、
年

初
の
定
例
会
に
各
課
の
責
任
者
に
来
て
頂
き
各
部
会
の
委
員
と
の
話
し
合
い
の

場
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
毎
月
の
定
例
会
に
於
い
て
当
日
参
加
す
る
行
政
の

担
当
課
に
合
わ
せ
て
発
表
・
質
問
な
ど
を
行
な
い
、
又
定
例
会
後
な
ど
の
時
間

を
利
用
し
介
護
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
高
齢
者
支
援
施
設
・
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
学
校
・
障
が
い
者
支
援
施
設

な
ど
、
訪
問
活
動
も
積
極
的
に
行
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
気
付
い
た
問
題
点
は
、

表
か
ら
は
見
え
な
い
・
見
え
づ
ら
い
事
が

多
く
有
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ほ
と
ん
ど

は
行
政
か
ら
の
情
報
・
提
案
に
基
づ
く
し

か
有
り
ま
せ
ん
が
今
後
の
課
題
と
し
て
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

人
口
３
万
５
千
人
の
行
方
市
は
、
麻
生
・
北
浦
・
玉
造
の
３
つ
の
地
区
に
て

活
動
し
て
お
り
、
玉
造
地
区
は
、
２９
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２
名
）
の
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
方
市
で
は
、
近
年
は
人
口
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
平
成
２７
年
の
国
勢
調

査
で
は
、
県
内
市
町
村
の
中
で
７
番
目
の
減
少
率
（
対
２２
年
比
）
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
高
齢
化
率
は
３１
・
５
％
に
進
行
す
る
な
ど
、
地
域
社
会
の
状
況
が
変

化
し
て
い
ま
す
。
福
祉
対
象
者
の
増
加
に
伴
い
、
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ
が
生
ま

れ
る
中
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
か
か
る
役
割
、
期
待
も
非
常
に
大
き
く
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
存
在
に
な
り
、
期
待
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
負
担
は
増
え
、
資
質
も
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
玉
造
地
区
民
児
協
で
は
、
自
主
的
な
研
修
活
動
や
資
質
の
向
上
を
図
る

た
め
の
研
修
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
例
年
行
っ
て
い
る
宿
泊
で
の
県
外
研
修
で
は
、
他
市
町
村
の

福
祉
活
動
等
に
つ
い
て
学
び
地
域
文
化
を
見
学
し
、
わ
が
街
と
の
違
い
に
つ
い

て
考
え
、
視
野
を
広
げ
、
更
に
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
の
中
で
重
要
な

委
員
相
互
の
情
報
の
共
有
や
交
流
等
を
図

り
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
、
玉
造
地
区
民
児
協
は
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
住
民

が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
生
活
支
援
相
談
や
見
守
り
を

中
心
に
行
政
及
び
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
日
々
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。今

後
も
委
員
相
互
が
連
携
し
、
地
域
住

民
の
一
番
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、
地

域
の
実
態
を
把
握
し
住
民
側
に
立
っ
た
、

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
も
担
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

水水戸戸市市

水
戸
市
渡
里
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

水
戸
市
渡
里
地
区
民
児
協
会
長

横

川

洋

一

行行方方市市

行
方
市
玉
造
地
区
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

行
方
市
玉
造
地
区
民
児
協
会
長

代
々
城

一

成
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龍
ケ
崎
市
は
４
地
区
（
竜
ケ
岡
・
西
部
・
中
央
・
愛
宕
）
１
１
８
名
（
主
任

児
童
委
員
８
名
）
で
、
竜
ケ
岡
地
区
は
３４
名
（
主
任
児
童
委
員
２
名
）
で
定
例

会
等
を
通
し
学
び
あ
い
、
日
々
の
地
域
活
動
を
各
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
行

な
っ
て
い
ま
す
。

十
年
程
前
、
地
区
内
の
城
ノ
内
中
学
校
が
荒
れ
て
、
地
域
住
民
か
ら
も
対
応

の
声
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
民
児
協
委
員
が
各
機
関
と
協
議
し

「
城
ノ
内
中
学
生
徒
下
校
時
見
守
り
活
動
」
を
平
成
２５
年
４
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
月
一
回
下
校
時
に
中
学
生
へ
の
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

当
初
「
お
帰
り
」
等
々
、
見
守
り
を
す
る
人
達
か
ら
の
言
葉
に
、
戸
惑
う
生

徒
も
い
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
毎
に
変
化
し
生
徒
自
ら
が
挨
拶
を
し
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

半
年
程
経
過
し
た
頃
、
生
徒
指
導
主
事
の
先
生
か
ら
「
学
校
が
変
わ
り
始
め

ま
し
た
。
教
師
の
意
識
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
生
徒
の
意
識
も
変
わ
り
ま

し
た
。
今
ま
で
は
地
域
か
ら
非
難
さ
れ
疎
ま
れ
て
い
た
存
在
で
し
た
が
、
理
解

し
、
認
め
、
支
え
て
く
れ
る
地
域
の
人
び

と
の
声
が
自
分
た
ち
を
暖
か
く
包
ん
で
い

て
く
れ
る
事
を
教
師
も
生
徒
も
実
感
し
た

か
ら
で
す
。」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
事
が

出
来
ま
し
た
。

現
在
城
ノ
内
中
学
校
は
平
静
を
取
り
戻

し
、
学
業
に
部
活
動
に
地
域
活
動
に
め
ざ

ま
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

中
学
生
と
共
に
、「
支
え
あ
う

住
み
よ

い
社
会

地
域
か
ら
」
を
押
し
勧
め
て
行

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

古
河
市
は
茨
城
県
の
西
端
、
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉
と
の
県
境
に
位
置
し
ま
す
。

人
口
１
４
万
４
千
人
、
５
つ
の
単
位
民
児
協
で
構
成
さ
れ
、
２
２
８
名
の
委
員

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
す
る
第
１
地
区
に
は
、
小
学
校
６
校
、
中
学
校
３
校
、
県
立
高
校

１
校
が
あ
り
、
５７
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
名
）
の
委
員
で
担
当
し
て
い
ま

す
。日

頃
の
活
動
と
し
て
は
、
高
齢
者
世
帯
や
独
居
世
帯
の
台
帳
作
成
、
対
象
世

帯
の
訪
問
・
見
守
り
活
動
な
ど
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
数
年
前
か
ら
は

夏
場
の
訪
問
活
動
の
際
に
、
熱
中
症
予
防
チ
ラ
シ
を
渡
し
て
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
普
段
の
活
動
に
お
い
て
、
増
加
す
る
高
齢
者
を
把
握
す
る
こ
と
の

難
し
さ
、
委
員
個
人
で
の
情
報
収
集
の
難
し
さ
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
出
来
る
限
り
地
元
の
行
事
等
に
顔
を
出
す
よ
う
、
各
委
員
に
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
委
員
と
し
て
担
当
区
域
を
持
つ
以
上
、
地
元
と
の
繋
が
り
は

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
う
し
た
場
に
参
加
す

る
こ
と
が
、
情
報
の
収
集
、
信
頼
関
係
を

深
め
る
機
会
と
捉
え
、
多
く
の
住
民
に
民

生
委
員
の
存
在
を
理
解
し
て
も
ら
う
良
い

機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
災
害
時
の
要
支
援
者
に
対
す
る

対
応
な
ど
、
ま
す
ま
す
地
域
と
の
連
携
が

重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
信
頼
さ
れ
る
民

生
委
員
を
目
指
し
て
活
動
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

龍ケ崎市

龍
ケ
崎
市
竜
ケ
岡
地
区
民
児
協
活
動
に
つ
い
て

龍
ケ
崎
市
竜
ケ
岡
地
区
民
児
協
会
長

三

浦

能

古古河河市市

古
河
市
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

古
河
市
民
児
協
第
１
地
区
会
長

大

橋

修
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いきいき茨城ゆめ大会
マスコット
いばラッキー

�
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

茨
城
県
国
体
・

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
局

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
開
催
！
」

２
０
１
９
年
１０
月
１２
日
〜
１４
日
に
、
第

１９
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
き

い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
本
県

で
は
初
め
て
の
開
催
で
あ
り
、
国
民
の
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
社

会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

人
が
と
も
に
歩
み
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
す
大
会
と
し
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
開
会
・
閉
会
式
の
会
場
と

な
る
笠
松
運
動
公
園
を
は
じ
め
、
会
場
地

と
な
る
７
市
（
水
戸
市
、
日
立
市
、
結
城

市
、
常
陸
太
田
市
、
取
手
市
、
つ
く
ば
市
、

ひ
た
ち
な
か
市
）
１５
会
場
に
お
い
て
、
陸

上
競
技
や
卓
球
な
ど
の
個
人
６
競
技
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
団
体
７

競
技
の
ほ
か
、
６
市
（
水
戸
市
、
龍
ケ
崎

市
、
取
手
市
、
牛
久
市
、
つ
く
ば
市
、
神

栖
市
）
に
お
い
て
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ニ
ス
や

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
な
ど
６
つ
の

オ
ー
プ
ン
競
技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

県
内
外
か
ら
選
手
や
関
係
者
の
皆
様
が

大
勢
来
県
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
県
民
総

参
加
に
よ
り
大
会
の
機
運
を
盛
り
上
げ
、

お
も
て
な
し
と
思
い
や
り
の
心
で
お
迎
え

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県

民
一
人
ひ
と
り
の
皆
様
が
大
会
の
開
催
を

通
し
て
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

感
動
し
、
共
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま
い

り
ま
す
。

開
催
ま
で
残
す
と
こ
ろ
９
か
月
余
り
と

な
り
ま
し
た
。
大
会
に
参
加
さ
れ
る
全
員

が
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
大

会
に
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
緒
に
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

県
警
か
ら
の
お
知
ら
せ

●【
ニ
セ
電
話
サ
ギ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
】

県
内
で
は
、
警
察
官
や
銀
行
員
な
ど
に

な
り
す
ま
し
、「
個
人
情
報
が
も
れ
て
い

る
」「
口
座
か
ら
不
正
な
引
出
し
が
あ
る
」

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
交
換
す
る
」
な

ど
と
言
い
、
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
サ
ギ

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

電
話
の
相
手
か
ら
、

◆
「
携
帯
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」

◆
「
今
日
中
に
現
金
が
必
要
」

◆
「
暗
証
番
号
を
教
え
て
」

◆
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
」

な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
サ
ギ
で
す
。

必
ず
家
族
や
警
察
に
相
談
を
！

サ
ギ
の
防
止
に
は
「
留
守
番
電
話
の
設

定
」「
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電
話
機

の
設
置
」
が
有
効
で
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
は
平
成
３１
年
亥
年
、
慣
れ
親

し
ん
だ
「
平
成
」
の
元
号
か
ら
、
新
元
号

に
踏
み
出
す
清
々
し
い
飛
躍
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。

昨
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
１

年
目
と
な
り
、
次
な
る
１
０
０
年
に
踏
み

出
す
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
づ
け
ら
れ
た

重
要
な
年
で
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
支
え

合
う

住
み
よ
い
社
会

地
域
か
ら
」
の

実
現
に
向
け
、
各
委
員
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
努
力
を
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。

私
達
が
見
守
る
地
域
社
会
は
、
待
っ
た

な
し
に
進
む
高
齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
高
齢

者
の
孤
立
化
、
社
会
情
勢
の
不
安
感
を
背

景
に
お
一
人
様
の
増
加
傾
向
、
少
子
化
と

枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
問
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
新
し
い
元
号
と

な
る
こ
の
良
き
年
に
、
見
守
り
活
動
の
際

の
「
笑
顔
」
を
忘
れ
ず
「
笑
顔
」
で
話
を

伺
い
、「
笑
顔
」
で
相
づ
ち
を
う
つ
活
動

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
編
集
委
員
会
は
穏
や
か
な
笑

い
に
絶
え
ず
包
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員

中
村
弘
行
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